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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成23年9月1日(2011.9.1)

【公表番号】特表2011-508172(P2011-508172A)
【公表日】平成23年3月10日(2011.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-010
【出願番号】特願2010-523001(P2010-523001)
【国際特許分類】
   Ｆ４２Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｆ  15/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ４２Ｂ  15/00    　　　　
   Ｆ１６Ｆ  15/04    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月13日(2011.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マウントの台座（１８、１１０）に機械的に連結されることによりマウントされる物体
（１６、１１６）を受ける柔軟なマウント（１４、１０８）を構成する方法であって、
　前記マウントの所望の最小揺れ位置を選択することと、
　前記マウントのアイソレータ（２０、１１２）を、回転中心（４５、１２８）が前記最
小揺れ位置になるように前記柔軟なマウントの弾性中心（４２、１２０）を位置決めする
ように構成することと、
を備え、前記アイソレータは、前記台座に連結され、基礎（２４）に前記マウントを固定
するために使用され、前記アイソレータを構成することは、前記弾性中心および前記回転
中心の位置を前記アイソレータの材料特性の関数として関連付ける式を使用することを含
む、方法。
【請求項２】
　前記式は、前記弾性中心および前記回転中心の前記位置を、前記アイソレータの傾斜角
の関数としても関連付け、
　前記アイソレータを前記構成することは、前記マウントの台座に対する前記アイソレー
タの傾きを構成することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記式は、前記弾性中心および前記回転中心の前記位置を、前記アイソレータの材料の
剛比の関数としても関連付ける、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記所望の位置を前記選択することは、前記マウント対象の物体の質量中心（４０、１
２６）から前記マウントまでよりも前記マウントから遠く離れた位置を選択することを含
む、請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記所望の位置を前記選択することは、前記マウント対象の物体の遠位端部（４４）か
ら前記マウントまでよりも前記マウントから遠く離れた位置を選択することを含む、請求
項１から３のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項６】
　物体（１６、１１６）の揺れを制御する方法であって、
　柔軟なマウント（１４、１０８）のアイソレータ（２０、１１２）を、台座（１８、１
１０）上のマウント対象の前記物体と前記物体を取り囲む構造との間の期待最小間隙で回
転中心（４５、１２８）に対応する前記柔軟なマウントの前記台座から離れている距離で
、前記アイソレータの弾性中心（４２、１２０）を配置するように構成することであり、
前記アイソレータは、前記台座に連結され、基礎（２４）に前記マウントを固定するため
に使用され、この前記構成することは数学的解析法を使用して前記アイソレータを構成す
ることと、
　前記物体を前記台座に機械的に連結することによって、前記物体を前記台座上に取り付
けることと、
を備える、方法。
【請求項７】
　前記数学的解析法は、前記弾性中心および前記回転中心の位置を数学的に求めることを
含み、
　前記数学的に求めることは、前記弾性中心および前記回転中心の前記位置を前記アイソ
レータの傾斜角の関数として求めることを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記数学的解析法は、前記弾性中心および前記回転中心の位置を数学的に求めることを
含み、
　前記数学的に求めることは、前記弾性中心および前記回転中心の前記位置を前記アイソ
レータの材料の剛比の関数として求めることを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記構成することは、前記物体が前記マウントにマウントされる場合に、前記弾性中心
を、前記物体の質量中心（４０、１２６）よりも前記マウントから遠く離れたところに配
置することを含む、請求項６から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記構成することは、前記物体が前記マウントにマウントされる場合に、前記回転中心
を、前記物体の遠位端部（４４）よりも前記マウントから遠く離れたところに配置するこ
とを含む、請求項６から９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　マウントシステム（１２）において、
　平坦な台座（１８、１１０）と、
　前記平坦な台座に連結されたアイソレータ（２０、１１２）と
を含む柔軟なマウント（１４、１０８）と、
　前記平坦な台座に機械的に連結された物体（１６、１１６）と
を具備し、
　前記アイソレータは、前記アイソレータの材料特性および前記平坦な台座に対する前記
アイソレータの向きの関数である前記平坦な台座に対する弾性中心を定義し、
　前記アイソレータの前記弾性中心は、前記物体の質量中心よりも前記平坦な台座から遠
く離れている、マウントシステム。
【請求項１２】
　前記アイソレータは前記平坦な台座に対して傾いている、請求項１１に記載のマウント
システム。
【請求項１３】
　前記柔軟なマウントの回転中心が、前記弾性中心よりも前記平坦な台座から遠く離れて
いる、請求項１１または１２に記載のマウントシステム。
【請求項１４】
　前記平坦な台座は板である、請求項１１から１３のいずれか１項に記載のマウントシス
テム。
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【請求項１５】
　前記アイソレータは、前記板に接続されている、請求項１４に記載のマウントシステム
。
【請求項１６】
　前記アイソレータは、前記平坦な台座と前記システムがマウントされるための基礎（２
４）との間にある、請求項１１から１５のいずれか１項に記載のマウントシステム。
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